
（別記様式第１２号）（第３の８関係） 

（佐久地域） 

平成２９年度 地域発 元気づくり支援金事業総括書 
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事 業 効 果  

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 
 

今後の取り組み  

 

 

 

 

 

 

事業名 民族音楽で「草の海・青空の国モンゴル」を知る！馬頭琴＆モンゴル琴コンサート 

事業主体 

（連絡先） 

佐久市・モンゴル親善協会 

（佐久市佐久平駅南１０－２ 日本旅行佐久平サービス内 ☎0267-66-0061） 

事業区分 教育、文化・スポーツに親しむ環境づくり 

事業タイプ ソフト 

総事業費  536,060 円 （うち支援金：402,000 円） 

 

①中学生を招待してのコンサート

の開催 

②アンケートの実施で事業効果を

検証する 

※自己評価【B】 

【理由】 

アンケートの集計結果及び来場者

のワークショップでの模様を見る

と予定した効果は得られた。 

【ワークショップ 

  演奏者との交流】 

 

 【目標・ねらい】 

 

①学校及び家庭の協力を得てコンサートを開催した。応

募は中学生等４０名のため、追加募集した一般市民が２

００名来場した。特にワークショップにおいて中学生が

積極的に交流する場面が見られ大変良かった。 

②アンケートではコンサートのボリュームや内容、満足

感は、概ね好意的評価であったが、親善協会や友好都市、

中学生海外研修については、市民に周知されていない現

状が浮き彫りとなり、今後の活動の参考となった。 

さらには、コンサート開催が新聞等で報道され、開催

の趣旨等 PR できたことは事業効果と考える。 

佐久市・モンゴル親善協会がモンゴルの民族楽器コン

サートを開催することで地域における同国への興味や

関心が高まり、認知度が増すことで親善意識が醸成さ

れ、親善協会の普及活動の進展と住民の相互交流に資す

ると考え次代担う中学生等を招待してコンサートを開

催した。コンサートは、１１月３日（祝・金）午後２時

より佐久平交流センターのホールで行った。来場者は２

４０名で内訳は事業対象の中学生とその父兄４０名、一

般開放して追加募集した市民２００名が来場した。コン

サートではモンゴルの伝承曲と日本の曲も演奏され、終

了後に行ったワークショップでは演奏者が指導して来

場者が楽器を演奏する貴重な体験をした。 

 

今回は無料で中学生を招待して開催したが、アンケートの事業のボリューム、内容、総合的な

満足度や意見要望等の結果を踏まえ、次のような一般向けコンサートの開催を検討したい。 

①有料での開催。 

②映像などを使ってモンゴルをより深く紹介する。 

③講演会またはトークショーをコンサートと併せて開催するなど質等を高める。 

継続開催によって地域における同国への興味や関心が高まり、認知度が増すことで親善意識が

醸成され、親善協会の普及活動の進展と住民の相互交流を実現したい。 


